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研究成果の概要（和文）：地方部は地域づくりの担い手不足という課題を抱えている。これを解決する手段とし
て、本研究はスタディツアーを通じた地域課題への関与意欲の醸成に着目した。定量分析の結果から、ツアーに
おける学習プロセス（暗黙的学習と明示的学習）が学習成果（知識獲得・自己効力感）に与える影響および学習
成果が学習目標（地域課題への関与意欲の醸成）に与える影響を明らかにした。地域課題への関与意欲を醸成す
るには知識獲得の方が自己効力感よりも重要であり、知識獲得は暗黙的学習によって促進される。だが、暗黙的
学習以上に自己効力感の方が知識獲得を促進し、自己効力感は明示的学習によって促進されることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Rural areas are facing the issue of a lack of people to take part in 
community development. As a means of solving this problem, this study focused on fostering a 
willingness to get involved in community issues through study tours. The results of a quantitative 
analysis revealed the effects of the learning process ( implicit and explicit learning) on learning 
outcomes (knowledge acquisition and self-efficacy) and the effects of learning outcomes on learning 
objective (fostering willingness to get involved in community issues). Knowledge acquisition is more
 important than self-efficacy in fostering willingness to get involved in community issues, and 
knowledge acquisition is facilitated by implicit learning. However, self-efficacy is more important 
than implicit learning for knowledge acquisition, and self-efficacy is facilitated by explicit 
learning.

研究分野： サービスマーケティング

キーワード： 観光　旅行者　スタディツアー　課題解決型学習　自己効力感　地域づくり　シティズンシップ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的貢献として、本研究は観光研究、地域研究、および教育研究の知見を統合して仮説モデルを形成し、学習
プロセスと学習成果の二重螺旋モデルを構築した。この研究成果は各分野に新たな知見を加えることで、その発
展に寄与する。さらに、本研究の提案する二重螺旋モデルはスタディツアーに限らず、多様なドメインに対する
課題解決型学習に広く応用することが期待できる。
実務的貢献として、本研究の発見事項を用いてスタディツアーの学習体験を改善することで、地域づくりに参加
する関係人口を増やし地域コミュニティの持続可能性を高めることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 地方部は人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面している。その

ため、観光先を回遊するだけの交流人口を、地域づくりに参加する関係人口へと変革する観光施

策が求められる。地域づくりへの参加意向を表す概念として、これまで住民の地域愛着が研究さ

れてきた。一方、旅行者にとっての地域愛着とは観光先を選ぶ際の選好度を表す概念と捉えられ

てきた。交流人口から関係人口へと旅行者を変革するには、旅行者の地域づくりへの参加意向を

表す概念としての地域愛着を同定し、その地域愛着の醸成を促す要因を明らかにする必要があ

る。 

 申請者のこれまでの研究から、交流を通じて知識を獲得することで、旅行者は地域のことを

身近に感じる自分ごと化を促進し地域づくりへの参加意向を強めることが示唆される。そのた

め、旅行者が住民と濃密な交流をすることで新たな価値観を獲得するボランティアツーリズム

は、旅行者の地域愛着を向上させ得る。しかし、これは長期滞在を必要とする場合が多く、且

つ旅行者はツアー前から既に地域づくりへの参加意向が強い。そこで本研究は、旅行者が交流

から学ぶという特徴を備えながら幅広い層が気軽に参加できるスタディツアーに着目する。こ

こでのスタディツアーとは、旅行者が住民と交流しながら地域の特色や課題について体験的に

学習する観光形態を指す。具体的には、地域課題に関する住民の話を傾聴するとともに彼らと

共同で空き家の改修や民藝の体験などをし、最後に旅行者同士がグループワークから地域課題

の解決策を議論する形式のツアーが一般的である。都市部の居住者でも短期間で気軽に参加で

きるため、修学旅行や企業研修旅行などにも活用されている。しかし、これまでの観光学では

交流を通じた旅行者の学習が軽視されてきたため、学術的な知見が乏しい。旅行者の地域づく

りへの参加を促すツアー中の学習に関する研究は、ほぼない。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、スタディツアーにおける学習が旅行者の地域課題への関心向上に与える影

響を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 文献調査を通じて、仮説モデルを構築した。その後、仮説モデルを実証するために質問紙調査

を実施した。 

 
４．研究成果 

 文献調査から、学習プロセスの差異が学習成果に影響を与える可能性が高いにも関わらず、十

分に研究がなされていないことがわかった。そこで、集団の知識共創モデルである SECI モデル

を援用し、スタディツアーの学習プロセスを無意識的に他者の発言や行動から学び取る暗黙的

学習と学習プログラムに明示された学びである明示的学習の二つに分類した。学習成果は先行

研究から、地域課題に知識の獲得と学習に対する自己効力感を取り上げた。学習目標として、地

域愛着概念を社会への関与意欲であるシティズンシップ概念と統合し、地域課題への関与意欲

を示すシティズンシップ概念を用いた。最終的に、学習プロセスが学習成果に与える影響および

学習成果が学習目標であるシティズンシップに与える影響を示す仮説モデルを構築した。 

 スタディツアーを利用する修学旅行生を対象に質問紙調査を実施し、2441 名からの回答を得

た。共分散構造分析を実施し、仮説モデルを検証した。分析結果から、図 1 に示すように、暗黙

的学習は自己効力感よりも知識獲得を促進する。反対に、明示的学習は知識獲得にあまり影響し



ないが、自己効力感を促進する。これに対し、自己効力感は暗黙的学習以上に知識獲得を促進す

る。だが、自己効力感は直接的にはあまりシティズンシップを促進せず、知識獲得が強くシティ

ズンシップの醸成に強い正の影響を与える。 

 学術的貢献として、本研究は観光研究、地域研究、および教育研究の知見を統合して仮説モデ

ルを形成し、学習プロセスと学習成果の二重螺旋モデルを構築した。この研究成果は各分野に新

たな知見を加えることで、その発展に寄与する。さらに、本研究の提案する二重螺旋モデルはス

タディツアーに限らず、多様なドメインに対する課題解決型学習に広く応用することが期待で

きる。 

実務的貢献として、本研究の発見事項を用いてスタディツアーの学習体験を改善することで、

地域づくりに参加する関係人口を増やし地域コミュニティの持続可能性を高めることができる。

観光事業者はシティズンシップの醸成に繋がる知識獲得を促進するために、プログラムに明示

されない暗黙的学習についてもデザインすることが重要である。 

 

 
図 1 学習プロセスと学習成果の二重螺旋モデル 
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